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巻頭言巻頭言巻頭言巻頭言    

    

それでもやっぱりそれでもやっぱりそれでもやっぱりそれでもやっぱり＜＜＜＜非暴力平和非暴力平和非暴力平和非暴力平和＞＞＞＞をををを    

     理事   安藤 博 

 

＜非暴力平和＞に逆風 

 軍事力(暴力)によらずに平和をつくろうと

いうわたしたちの＜非暴力平和＞（NP）活動

は、強い逆風にさらされています。なにより、

米国のオバマ大統領が、核廃絶の世界的潮流

を新たに起こす一方で、こともあろうに

2009年末のノーベル平和賞受賞演説で「非暴

力ではヒトラーの軍隊をとめることはできな

かった」とし、「人道的な見地からの武力行

使は正当化できる」と言い切ったことです。

「核廃絶」を宣言した同年4月のプラハ演説

は同時に、核の脅威がある限り核兵器による

抑止力で対抗していくことを強調していま

す。 

 「暴力」が「非暴力」を圧倒していきそう

に見える世界と日本の現況と合わせて、＜非

暴力平和＞のあり方を考えてみましょう。 

  

 オバマ大統領は、NP理念の祖、ガンジー

やマーティン・ルーサー・キングにも触れて

「私は非暴力が持つ道義的力の体現者だ」と

述べています。しかし、返す言葉で、「間違

ってはいけない。世界に邪悪は存在する」と

現実の厳しさを訴えます。それは、「平和を

愛する諸国民の公正と信義に信頼して」とい

う日本国憲法の「決意」を真っ向否定するも

のともいえます。確かに「正義の戦争」は、

ナチス・ドイツとともに軍国主義日本に対し

ても言えるかもしれません。米軍占領なしに 

は、わたしたちは憲法九条を持てなかったで

しょう。 

  

 私たちに身近なところでは、NPの最初の

活動地、スリランカの内戦が、平和的な話し

合いではなく政府軍による武力制圧で終わっ

たこと、そして内戦の敗残者タミル族難民が

人道上の危機にさらされていると国連などに

指摘されていることがあります。＜非暴力＞

の平和構築支援活動の成果を十分に示すに至

らないうちに、軍事力で紛争が止むことにな

りました。いまではNPの”出る幕”は失わ

れているかもしれません。  

 逆風は、日本国内でも吹いています。皮肉

なことに、オバマ大統領が核廃絶の流れをプ

ラハ演説で起こしたのに対する反動のように

吹き出しました。＜核廃絶＞に向けての大切

なステップとなるべき＜先制不使用＞を米国

が宣言することを、＜核の傘＞の効力を弱め

るとして執拗に反対しているのです。  

要するに、冷戦終結後も戦争は絶えない、

戦争への構えは続いているという、まことに

寒々とした「逆風」の現実がどっかり横たわ

っているということです。  

ところで、そもそも＜非暴力平和＞に順

風が吹き続けるくことなどあろうはずがない、

そうでないからこそ、「活動」が必要である

わけです。ノーベル平和賞受賞のオバマ演説

は「これからも戦争があるだろうことを理解

しつつ、平和を追求することができる」と結

ばれています。わたしたちの＜非暴力平和＞

活動も、現実の非情さ・厳しさを十分わきま

えつつ、「それでも」と軍事力に頼らない平

和作りを模索するのでしょう。 
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日米関係再構築 

 ＜NP＞活動を日本国内での具体的活動とし

て、つまり「NP/日本は何をすべきか、何がで

きるか」を考えるとき、軍事同盟を機軸とす

る現在の日米関係を改めていくことが基本に

なるでしょう。在日米軍基地の周辺住民が

日々蒙っている騒音・婦女子に対する暴行の

不安など、平和ボケをいわれるの日本に現存

する＜暴力＞は、何より安保条約上の「施

設・区域提供」の義務（「日米安保条約第6

条」）にその根があります。そして日米軍事同

盟は、憲法を見かけ上遵守するという欺瞞を

作り出しています。「陸海空の戦力は、これ

を保持しない」はずの日本に世界最強の米国

軍事力を抱え込むことによって、自前の武装

は「軽度」に止める、核兵器は持たないでい

るというわけです。 

 日米軍事同盟に関して複雑なのは、その役

割の二重性です。日本＜を＞外敵の侵略から

護ろうとするものであるとともに、日本＜か

ら＞特に周辺アジア諸国を護ることを目的に

していることです。歴史上米国人を一番たく

さん殺したのは、ドイツでもロシアでもない、

日本だったという歴史的事実により、＜日本

から護る＞は、潜在的には米国自身にも意識

されているでしょう。 

 「複雑」だというのは、こうした歴史的経

緯もあって、軍事同盟の持つ問題点を解消す

るからといって、安保解消・破棄を不用意に

言うことはできないということです。上記の

＜から＞を意識する周辺アジア諸国のひとび

とに不安を与えかねません。特に、「日本の

核兵器保有」や攻撃を受ける前の「先制攻撃」

のような、「非核」の国是・憲法9条に反す

る動きが、「北の脅威」を声高に唱えるよう

な勢力の間で力を得ているからです。 

 

日本の”暴力現場”で非暴力活動を 

 言うまでもなく、米軍基地は沖縄にだけあ

るのではありません。しかし、やはり沖縄は

特別でしょう。日本の国土の0.3%しかない

一県に在日米軍基地の75%を押し付けている

ということ、またかつて独立王国であったこ

の地を、明治政府がいわゆる琉球処分（1879

年、明示12年）で「沖縄県」にしたこと、第

二次大戦後の日本の講和独立（1951年）後も

27年間米軍統治下に取り残されたという歴

史があります。 

 施政権返還交渉の舞台裏では、「核再持込

み」密約が結ばれています。いざとなれば沖

縄を”核兵器番外地”として利用することで、

本土の＜非核三原則＞を保証しようとしたと

も考えられます。「日本国憲法の平和主義は

沖縄で最も試されている」 （君島東彦・NPJ

代表）のです。 

 

 残念ながら、普天間基地について一刀両断

の解決策を言うことはできません。その点で

は、何の権限もないわたくしも、鳩山首相、

岡田外相も同じでしょう。それでも、先ずは

基地と間近に接する沖縄のひとたちの声に耳

を傾け、自分なりに思いを伝える機会を作り

続けたいと思います。二月の名護市長選など

を経て、沖縄は厳しい状況になっていくでし

ょう。わたくし個人としては、本ニュースレ

ターの前号（2009/11/26）に記したように、

2009年秋沖縄市で開催したNPJ集会を、それ

きりに終わらせない「次のアクション」を出

来るだけ早く具体化することが課題です。  



ＮＰＮＰＮＰＮＰ及及及及びびびびNPJNPJNPJNPJのののの新新新新たなたなたなたな活動活動活動活動スタイスタイスタイスタイ

ルルルルのののの検討検討検討検討をををを       

理事 青山 正 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この間ＮＰＪでは「岡田外相への共同書

簡に対する署名」に関わる問題が起き、

大畑共同代表と安藤事務局長の辞任表明

という残念なこととなりました。この件

についての議論はいろいろあると思いま

すが、この際ＮＰ及びＮＰＪの活動スタ

イルを根本から見直してもいい時期に差

し掛かっているのではないかと私は考え

ます。 

今回の件によりスリランカＮＰが非常に

危ない状況に置かれる危険性があったこ

とは、大変遺憾だと思いますが、そもそ

も停戦が破棄され内戦が再開された時点

でスリランカプロジェクトは役目を終え

ても良かったのではないかと思います。

ＮＰのスリランカプロジェクトの「撤退」、

あるいは他の方法・手段の検討も含めた

「総括」がもう少し充分に国際理事会で

なされるべきだったのではないでしょう

か。もちろん活動を継続すれば成果はそ

れなりにあるかもしれませんが、他にも

ＮＰがやるべき課題は多いはずです。 

また「NPの大原則である

nonpartisanship」についてですが、これ

ももっと議論があってもいいと思います。

私は「基本的人権」と「生命の尊厳」「言

論・表現の自由」そして「民主主義の実

現」が、非暴力平和活動の基本にあると

考えています。それが著しく脅かされて

いる時に「nonpartisanship」を理由とし

て、行動も発言もしない、できないと考

えることにいささか疑問を持ちます。 

「nonpartisanship」はＮＰの活動を進め

るための重要な考え方ではあっても、そ

れに縛られて活動や言うべきことを控え

るということがあるとすれば、それは得

るものよりも失うことの方が多くなる場

合もあると思います。「政治的立場を取

らない」という考え方は、時には結果と

して大国や暴力的な政権・集団の蛮行を

黙認してしまう、極めて「政治的」な考

え方に陥る危険性もあると思います。特

定の政治集団や宗教団体に偏らないとい

うことは当然としても、もっと緊急事態

にも対応でき、そして多様な活動の在り

方を模索してもいいのではないでしょう

か。 

前号のニューズレターの「岡田外相への

共同書簡に対する署名」に関連する背景

説明の中に、「ＮＰ自らは声高に人権擁

護を主張しない」とありますが、それは

違うのではないかと私は思います。ビル

マの民主化デモへの武力弾圧に際して

様々な議論がありましたが、結局国際総

会でも武力弾圧を非難する声明が出され

ました。非暴力で民主主義と平和を求め

る民衆の声と動きを支持し、サポートす

ることもＮＰの役割であっていいのでは

ないかと思います。 

さらにＮＰ設立当初とは状況も世界が求

める課題もかなり違ってきていると思い

ます。新しい活動スタイルや考え方を検

討することも必要です。結局当初ＮＰが

想定した「大規模派遣」は無理であるこ

とが明らかとなり、財政も厳しい中で、

必ずしも現地にスタッフを派遣しないや

り方があってもいいと思います。 

ＮＰＪとしても国内の米軍基地の問題や
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自衛隊と巨額な防衛予算の問題、そして

東アジアの非核・平和実現のための具体

的な取り組みなどにどのように関わって、

どのような役割を果たしていけるのか、

議論すべき課題は多いと思います。今度

の総会に向けてぜひ様々な意見が出され

ることを願います。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  

『『『『NonNonNonNon----partisanshippartisanshippartisanshippartisanship，，，，    

世界人権宣言世界人権宣言世界人権宣言世界人権宣言そしてそしてそしてそして平和運動平和運動平和運動平和運動    

についてのについてのについてのについての私見私見私見私見』』』』                
           会員 小林 善樹 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

みなさん、08 年 6 月に札幌市に転居して

以来ご無沙汰しておりました。一時体調

を崩していましたが、回復してまぁまぁ

元気にしておりました。さて、昨年秋、

NPJを揺るがせた Non-partisanshipをめ

ぐる問題に刺激されて所見を申し述べさ

せていただきます。 

2006 年 8 月の高野山会議において David 

Grant 氏は、NP は「世界人権宣言」にも

依拠しているのだ、と強調し、人権を侵

害する行為に対して NP は介入して行け

るのだ、ということを述べられていた、

と私は理解していますが、それ以来私は、

NP の根本原則である Non-Partisanship

と、世界人権宣言との間に整合性がある

のだろうか、この二つの理念を共に掲げ

ることには矛盾があるのではなかろうか、

という疑念を払拭できないままになって

おり、これがひとつの躓きになっていま

す。この問題は、私が理事を務めさせて

いただいていた 2008 年春まで、理事会の

中でしばしば議論されてはいましたが、

理事の間で意見の相違があり、統一見解

に達することができぬままになっていた、

と思っています。 

人権宣言が問題になっているところは 

国家側が人民の人権を侵害している例が

多いのではないでしょうか。国家とは無

関係に、民族間の抗争の中で 一方が他方

の人権を侵害している例もないではない

でしょうが、その一方の影には国家が隠

れていることが多いように思います。 そ

のような場合には人権侵害者に対する抗

議は 当然国家側に向けられるものであ

り、その抗議活動は Non-Partisanship

の活動とは 見做されないでありましょ

う。Non-Partisanship の原則にしたがっ

て活動できる場というのはごく限定され

たところにしかないのだろうと思います。

スリランカの現状ではこの条件は失われ

てしまっているように思われます。 

先日雑誌 DAYS JAPAN に、ノーム・チョム

スキー氏が平和問題について連載してい

る特別連載の第７回で『「平和」を口実に

して戦争を起こす人々』という記事が掲

載されておりました(09年 10月号)。 (閑

話休題:この標題は、先日の米国オバマ大

統領のノーベル平和賞にふさわしくない

内容の受賞演説を思い起こさせますﾅ)。

その中でチョムスキー氏は「世界人権宣

言は拘束力がなく、そのほとんどを公然

と拒絶する国がいくつもある(深刻なこ

とに世界最強の国 = 米国もその一つで

ある)」と述べていました。つまり、「世

界人権宣言」には強制力はなく、これを

侵害している国があるからといって、そ

れを理由に外国が干渉することは許され
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ないんだ、と言っていると思います。こ

の辺は、強制力があると考えているらし

い David Grant 氏とは違う見解だといえ

そうです。 私はむしろチョムスキー氏の

見解の方を支持します。詳しくは DAYS 

JAPAN の当該号をご参照ください。なお

この機会にDAYS JAPANの購読をお奨めし

ます。 

以前私は、「世界人権宣言」の各条項と日

本国憲法第 3 章の規定を比較して見たこ

とがあります。いくつか違いはあります

が、大綱としてかなり似ているといえま

す。世界各国にとっては、「世界人権宣言」

は精神条項であって履行の義務はないの

でしょうが、日本の国家だけは憲法の規

定を完全に履行することが人民に対する

義務なんですね。なお、「世界人権宣言」

は日本国憲法より後で作られていますか

ら、日本国憲法の先駆性は誇るに足るも

のと考えています。1880 年代初頭の先駆

的自由民権運動家植木枝盛の思想を継承

した鈴木安蔵らが 1946 年に作製した憲

法研究会の「憲法草案要綱」にほぼ準拠

して作られているとされる憲法第 3 章

(小西豊治著『憲法「押しつけ論」の幻』

講談社現代文庫による)の諸規定は日本

政府にとって、完全履行が義務づけられ

ているものであり、それらの遵守を求め

ることは私たち人民(私は、国籍条項が引

っかかっているので国民という呼び方に

は抵抗感があるンです）にとって当然の

権利である。私たちが、国家機構である

行政府と立法府ならびに司法府に対して、

憲法に書かれていること(憲法第 9 条ば

かりでなく、第 24 条、第 25 条をなど含

めて)の履行についてもの申すこと(これ

は平和運動なのでしょうね)は、りっぱな

政治的行為であり、Non-partisan な行動

とは言えませんから、その際には非暴力

平和隊の名称を用いてはならないのだ、

と私は考えているのです。第 9 条の履行

を求める 9 条の会などの平和活動には私

も参加してはいますが、この種の活動は、

非暴力平和隊の一員としてではなく、日

本国人民の一人として、他の組織で活動

しています。非暴力平和隊は、他のいわ

ゆる平和団体とは異質な団体なんだと考

えています。 

また、今回、「世界の憲法集」という本で

何カ国かの憲法に目を通したのですが、

人権に関して日本国憲法ほどに明細な条

項を規定している国は見当たりませんで

した。そのような条項を必要としない国

もあるでしょうし、規定したくない国も

あるのでしょう。日本はこれらの条項を

明記することが必要な国であったといえ

るでしょう。しかし規定されているにも

かかわらず、履行されていない点が多々

あるのは残念ながら事実であり、人民の

声によって履行させていかなければなり

ませんね。 

  なお、日本の防衛の問題について私は

「攻められる可能性のない外交政策」こ

そを探求してければならないのではない

かと考えておりまして、次号までに所見

をまとめて見たいと思います。 
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NonpartisanshipNonpartisanshipNonpartisanshipNonpartisanship にににに関関関関するするするする実践的実践的実践的実践的

理解理解理解理解とととと NP,MONP,MONP,MONP,MO（（（（メンバーメンバーメンバーメンバー団体団体団体団体））））間間間間

のののの意思疎通意思疎通意思疎通意思疎通のののの課題課題課題課題についてについてについてについて    

理事  大畑豊 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

今回の声明賛同／辞任の件につきまして

は会員、支持者の方々にご心配とご迷惑

をおかけしてたいへん申し訳なく思って

います。今回の件に至るまでの問題点と

ともに、この機会に NP、NPJ の課題につ

いて少し意見を述べたいと思います。 

 

 まず一つは、NP、NPJ それぞれのコミ

ュニケーション不足です。 

 NP との関係で言えば、これまで不明な

点については NP に質問してきたがそれ

に対する回答が来る事はほとんどなく、

そのうち、言っても無駄だろう、という

先入観が生まれ、NPJ 内で（議論し）決

めていくような「文化」ができてしまっ

たこと。国際理事会での決定がメンバー

団体（MO）にあまり伝えられないこと。

NPJ の場合は、たまたま、国際理事もい

るので個人的に情報を得ることができま

したが、こうした状況にない MO には情報

がまったくとどいていない、ということ

になります。また私はたまたま NP 支援者

リストに入っているようで、NP から不定

期に情報が伝えられてきましたがこうし

て得られる情報も MO メーリングリスト

には流れない、情報伝達の悪さ、風通し

の悪さがあります。もちろん情報提供に

関しても機会あるごとに NP 事務局には

要請してきています。 

 この風通しの悪さという点では NPJ 内、

NPJ 理事会内でも似たような面もあった

のは事実です。主な意見交換の場となる

メーリングリストにおいても活発な議論

がされてきたとは言えないですし、言い

っぱなし、という面もなくもなかったで

す。これらは NP、NPJ 共に、多忙な人が

多く回答に時間がとれなかった、という

事情も背景にはあったと思います。 

 

 もう一つの問題は Nonpartisanship、

ノンパルチザンシップ、政治的立場をと

らない、ということに対する考え方の相

違です。一つの違いはこの原則を NP も

MO も全く同じように採用しなくてはな

らないか、ということです。紛争地域に

入国して活動する際にはどうしてもビザ

が必要であり、表立って政治的主張をし

ていたのではビザが発給されない、よっ

て活動できない、という極めて現実的要

請があります。今回問題となった岡田外

相への要請書も、呼びかけ団体の人は「現

地で活動を持っている団体には賛同依頼

をしなかった」と言っているのはこうし

た事情もあります。NP と MO、NPJ は基本

的には全く別団体、本部支部の関係でも

ありません。そういった意味では NPJ は

現地に活動を持ってないのですが、NPJ

の場合は「NP」を冠しているため外から

は同一団体と見られる、ということも今

回の件では問題を複雑にしました。 

 

 Nonpartisanship は相手国で活動を続

けるためと、NP のサポートを必要とする

「非暴力」団体すべてがこだわりなく NP

に協力依頼できるようするためにも必要
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だと思います。「非暴力」の名で活動して

いる現地 NGO も、政治的主張はそれぞれ

微妙に違うものであり、NP がそのどこか

の NGO と特別に近い関係にある、政治的

に連携し合っていると誤解されるのを避

けねばならないからです。 

さらに、紛争解決のための政治的主張は

主人公である現地の人が行うべきことで

あり、「よそ者」である NP の活動は、そ

の人たちが安全に主張ができるような環

境・空間を作るという側面的なサポート

に止めるという点でも、Nonpartisanship 

は重要な原則だと思います（非暴力介入

をしている団体でこの原則をとってない

団体もあります）。 

 

 平和構築にはさまざまな役割があり、

NP としては主人公である現地の人が安

心して活動できる環境づくりに専念する、

という役割を選んだのであり、NP 自らが

政治的主張をしないことは理解できます。

政治的主張をする、いわゆるアドボカシ

ー型の NGO はたくさんあるわけですから

それはその NGO に任せればいいのです。 

 

 では、ＮＰＪ内部でも一部で批判され

ている「何も発言しない」ということに

ついて。NP は「行動・実践でモノ言う団

体」ということでいいと思います。しか

し、その割には何をしているのか、情報

発信が少なすぎると思います。設立当初

は現地からインターネット TV で放映す

るような計画もあったのですが、それど

ころではないのが現状です。またアメリ

カ事務局、ヨーロッパ事務局からニュー

スレターなども発信されてますが、これ

は誰でも見れる広報用情報であり、MO だ

から得られる情報というものでもありま

せん。これで NP 活動の一翼を担う、とい

う意識をもてと言われても困るのではな

いでしょうか。 

 

 また David Grant が 2006 年 8 月の高野

山会議で、NP はどちらのサイドもとらな

いが世界人権宣言のサイドはとる、世界

人権宣言に対しては（ノンパルチザンで

はなく）パルチザンである、ということ

を言ってましたが、非暴力、世界人権宣

言で謳われている人権を擁護する立場か

らはモノを言っていいのだ、ということ

だと思います。それが 2007 年ナイロビ総

会でのビルマに関する声明でもあったと

思います。ただその主張の仕方としては、

対話促進を目指す NP としては特定の人、

団体、国等を責めない、批難しない言い

方、対話の席に着くことを促す言い方に

はなる、と思います。 

 

 さて、NPJ は主として NP を支援するた

めに設立された団体です。しかし先ほど

を述べましたように NP とは独立した団

体です。本部支部でもないし、基本的に

は指示命令系統もありません。 

 NP のウェブサイトの MO に関するペー

ジを改めて見てみますと MO は support 

NP's mission and uphold our 

nonpartisanship と書いてあります。NP

の ミ ッ シ ョ ン （ 目 的 ） を 支 援 し 

nonpartisanship を「支持する」こと、

ということになります。MO になる条件は
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他にもありますが、基本はこれになりま

す。しかし、実際の MO になっている団体

を 見 て み ま し て も み ん な 

nonpartisanship 団体とは思えません。 

 

 MO が全て nonpartisanship を遵守す

る必要はないと思いますが、NPJ の場合、

名前に NP を冠しているがゆえに NP と一

体に見える紛らわしさがあるのも事実で

す（それを避けるためか NP 韓国は英語名

は NP コリアですが韓国語名はピースウ

ェーブとしています）。そして今回の件が

あったからでしょうか、NP を冠した MO

はいかなる声明にも賛同してはならない、

という決定があったようです（「ようで

す」というのは、決定はあったのですが、

NP から正式にこの連絡がないからです

が）。 

 

 今回岡田外相宛要請書に賛同したのに

は、スリランカ政府宛てでなく自国政府

宛てなので、現地活動には影響を及ぼさ

ないという判断からでした。しかしこれ

が、スリランカ現地のマスコミ報道を介

して結果的には大きな判断ミスとなりま

した。これまで市民団体から依頼のあっ

た声明等の賛同要請に、注意深く選択し、

それなりに応えてきましたが、今後は基

本的にできなくなるのでしょうか？ 

（国際理事報告 9 項 「ノンパルチザ

ン原則」の再検討 を参照ください。） 

 

 NP、NPJ ともにできて 6 年が経ち、状

況や活動にも変化が出てきたと思います。 

 ウェブサイトには相変わらず護衛的プ

レゼンス、割り込み、モニタリング、護

衛的同行と当初からの活動の柱が掲載さ

れてますが、実際にはコーディネートや

紛争解決に主体的に関与する活動も増え

てきています。昨年 7 月にスリランカを

訪問したときには、当時スリランカ・プ

ロジェクト代表をしていたティム・ウォ

リスは development 発展と言ってまし

たが、実際に現地での要望・状況に応じ

て柔軟に対応する必要はあるものの、NP

が当初予定していたものと、現実の乖離

に関する検討が必要なのも事実と思いま

す。 

 停戦が破棄された時点でスリランカか

ら撤退すべきだったという意見もありま

す。しかし、停戦合意はスリランカでプ

ロジェクトを始める動機付けの１つでは

ありましが、絶対条件ではありません。

紛争、人権侵害がある限り、そして国際

的支援の要請がある限り、安易な撤退は

選択肢にはないと思います。 

 

 NP をどう支援し、足元の日本国内での

活動をどう組み立てていくか―NP 支援

団体として設立された NPJ ですが、非暴

力・平和の社会に向けて活動どのように

発展させていくかを吟味しなおす時期に

来ているのではないかと思います。 

 



 「「「「国際理事会国際理事会国際理事会国際理事会」」」」報告報告報告報告 

 

  理事 阿木幸男（NP国際理事） 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 2009 年 12 月 22 日の電話会議はメ

ル・ダンカン事務局長にとって、最後の

国際理事会となった。新事務局長、テイ

ム・ウオリスも出席した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メル・ダンカンはミネソタ事務所のス

タッフとして、残り、２０１０年１月か

らはテイム・ウオリスがＮＰ事務局の総

指揮をとることになる。ブリュセル事務

所をベースにして行く。 

 電話会議は 22 日 22 時（日本時間）に

スタートし、23日、２４：４５に終了し

た。 

主な討議、決定事項は 

 

１：ファルーク共同代表の辞任表明 

 

パキスタンの内政の混乱、テロ事件の多

発、社会不安が深まる中、ファルークは

所属する「ガンジ－主義活動」に忙殺さ

れてきた。当分は国内問題に集中せねば

ならず、ＮＰ共同代表としての任務を果

たせない、と辞任の申し出があった。 

 国際理事会は辞任を承認。後任に関し

て討議の結果、２０１０年夏の「国際理

事会」（オランダを予定）まで、シモネッ

タ理事がドナ共同代表をサポートして、

「臨時共同代表」を務めることになった。 

 

２：アフリカ地区理事 

 

 暫定的に元国際理事、ジョン・スチュ

ワート（ジンバブエ）が加わることを承

認する。 

 

＊現在、アジア地区１名、ラテンアメリ

カ地区１名が空席のまま。 

 

３：資金獲得キャンペーン報告 

 

 ベルギー政府が NP の「南スーダンプ

ロジェクト」に対して、今後２年間の平

和維持活動に９８８万ユーロ助成金を決

定。NPの「ミンダナオ・プロジェクト」

にたいしては 100万ユーロの助成金を約

束した。 

 

４：NP事務局の新担当 

 

 A．リタ・ウエッブはブリュセル事務

所でプログラム業務全般と「スリランカ

プロジェクト」を担当する。 

 B．バーナード・サリバンは「セキュ

リテイ業務」と「ミンダナオ・プロジェ

クト」を担当する。 

 

 C．デビッド・グラントは「南スーダ

ンプロジェクト」を担当する。 

 



   

 11 

５：「ミンダナオ・プロジェクト」の進展 

 

 画期的な展開があった。NP ミンダナ

オが、ミンダナオでのピースプロセスの

ための『国際監視チーム』の一員になる

ように正式に招待された。 

 

 NP ミンダナオは政府と『モロイスラ

ム解放戦線』の平和交渉の期間中、市民

の保護の活動を担当する。 

 

６．南スーダン・プロジェクト 

 

2009 年１２月初め以来、１ヶ月間、『NP

調査チーム』は現地に滞在し、「平和維持

活動」のための基礎調査を実施。 

 2010 年 4 月に最初の『国際平和フィ

ールドチーム」を派遣する予定。２０１

１年には１５０人規模の派遣を計画して

いる。 

 

２０09年１１月以来、現地の下見にプロ

ジェクト担当の２人の女性、アンジェロ

（カナダ）とファテイナ（南アフリカ）

が入っている。12月にファテイナがマラ

リアに罹り、現在、休養中。 

２０１１年の国民投票にむけて、現地の

パートナー団体の活動をサポートしてい

く予定。 

 

概況：南部スーダンは東はエチオピア、

南はケニア、ウガンダ、西はコンゴ民主

国、中央アフリカに接する。2002 年、ケ

ニアで南北の和平交渉が成立。南部では

行政上の自治を 6年間、与えられた。そ

して、北部で適用されている『イスラム

法』は南部では適用しないことに。 

２０１１年、北部と統一するか、分離独

立するか、を決める住民投票を南部です

ることになった。 

 南部は内戦で荒廃しているが、豊かな

石油資源がある。 

 

７．NPトレーニング 

 

これまでに４４カ国から 177名の応募が

あった。書類選考の結果、そのうち、約

６０名が「国際平和チーム」派遣トレー

ニングに適切と判断した。 

 

 ２０１０年 2月 17日ー28日、タイの

チェンマイで「ミッション準備トレーニ

ング」を実施する予定。このトレーニン

グプログラムはスリランカ在住のフィル

（教育・訓練担当ディレクター）が担当。 

 以前は３週間のトレーニングであった

が、昨年から 2週間の集中トレーニング

に変更した。 

 

８．ホンジュラス状況への対応 

 

 政治的に混乱状況が続くホンジュラス

の市民グループから NP に協力要請があ

り、ラテンアメリカ・コーディネーター

のアルバロが現地調査を行なった。 

 その調査を基に、NP としてどう関わ

るか、検討した。 

「ノンパルチザン原則」を理解、尊重す

る市民グループと接触し、非暴力的に状

況打開の道を現地のパートナーと検討す
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ることにした。 

 

 概況：2009年 6月 28 日に、クーデタ

ー発生。セラヤ大統領が国軍に拘束され、

国外に移送された。それ以来、セラヤ大

統領支持派とミチェレテイ「臨時大統領」

支持派双方によるデモ集会が全国各地で

開催される。治安部隊との衝突、等によ

り、多くの死傷者が出る。 

 セラヤ大統領支持派は同大統領の復職

を求めて、主要都市や国境地域で抗議行

動を展開。その際、公共施設の破壊、放

火、投石、などを行なった。 

 

 以前として、国内の混乱状況が続いて

いる。非暴力による平和解決を求める市

民グループが活動をし、NP の参加を期

待している。 

 

９．「ノンパルチザン原則」の再検討 

 

２００７年 2月の「国際理事会」で決定

した「ノンパルチザン原則」に対し、と

りわけ、ラテンアメリカのメンバー団体

から修正を求める声があがっている。 

 

 「ラテンアメリカでは『平和』を口に

するだけで政治的、と言う人がいる」 

 「暴力的な政治状況下で、平和、民主

化のために発言し、行動すること自体、

反政府活動とか、政治活動と言われたり

する」 

 「ラテンアメリカで『中立』とか、『政

治的立場をとらない』なんて、不可能で

ある」 

 「西欧では通用するかもしれない『原

則』かもしれないが、我々の国では、適

応できそうにない」 

 「非暴力主義も政治的と捉える人たち

が数多く、います」、等。 

 

NP 内の「ミッション達成委員会」を中

心に『ノンパルチザン原則』を再検討し、

新たなドラフト案を作成することになっ

た。 

 

従来の『ノンパルチザン原則』： 

「NP はノンパルチザン団体であり、い

かなる社会問題関心グループ、政治グル

ープ、利益団体、イデオロギー、宗教か

ら独立している。いかなる政党、グルー

プを味方する立場はとらない。NP を代

表する際には、個人的意見、他のグルー

プ、団体の政治的立場を主張したり、ロ

ビー活動をしてはならない。 

NP メンバー団体の政治的立場を NP の

名で主張してはならない。 

 

１０．NP内「人間関係指針」案 

 

NPスタッフ、職員は、NPが活動対象の

人々、活動現地の戦闘員、活動業務で直

接報告する関係にある上司、いかなる人

とも『親密な関係』をもってはならない。 

 『親密な関係』は合意の上での性的関

係、恋愛関係、すべてを含む。 
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 2010201020102010 年年年年カタツムリカタツムリカタツムリカタツムリになになになになるるるる    

理事 大島みどり 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 2009 年は日本とアメリカそれぞれの

国で政権交代があった。政治に関しては

恥ずかしいほど無知で、周囲の方々から

教えを請わなくてはいけない私だが、新

政権の政策や課題とは関係なく、評論家

や有識者等を含む一般市民の政治や社会

問題に対する姿勢に関して、とても気に

なることがある。それは、新政権やその

政策、リーダー達に対する、厳しすぎる

あるいは無責任な批判・バッシングだ。

もちろん批判や批評がすべて悪いという

ことではない。ただ、私達自身が選んだ

政治家に対して、もっと創造的で協力的

な姿勢や態度をとることはできないもの

だろうか。 

今の「不況」といわれる状況や社会問

題を作り出したのは、何も新しく生れた

政権でも新しい政策でもない。これまで

に蓄積した、あるいは放置してきた、私

達自身（と「私達の」選挙によって選ば

れた政治家達）の問題先送りの姿勢や間

違った方向性の結果に他ならない。何も

かもを一気に解決し、その上何億という

国民全員を満足させるスーパー政治家な

どいるわけはない。 

 

「チェンジ」も「友愛」も、政治家か

ら与えられるものではなく、自分達が作

っていくものだ。私達がもしその言葉や

その言葉を発する政治家に共感し、夢を

共有しようと思ったのなら、それは待つ

ことではなく、自分が参加・努力し、困

難に挑戦していくしか打開策はない。今

までと同じように、何もせずに口を開け

て待っているところに、「チェンジ」は起

こらない。 

 

 私達はいつのころからか、欲しいもの

は 3 分間で手に入れることができると錯

覚してしまった。ウルトラマンは 3 分で

悪の怪獣を退治し、カップ麺は 3 分で待

つだけで、私達のおなかを満たした。電

車が 3 分遅れるとイライラし、3 分後に

来る電車を待てずに駆け込み乗車をする。

3 分とは言わないまでも、人々はいつも

新しいものを追い求め、そのあげく新し

いものに尻を追われる。周囲の人々から

取り残されないように、次々と出てくる

最新型の電化製品やファッション、娯楽

やテクノロジーに飛びつく。「一番じゃな

くてはだめなんですか？」そんな言葉に、

誰が耳を貸すだろうか。もっとたくさん、

もっと早く、もっと美しく、もっと手軽

に、もっと、もっと…。世の中にある「も

っと」が世界の限られた場所に奪いつく

される。 

 

 ＴＶの番組で、「人は五感と感情が鈍る

と、モノに頼るようになるんですね」と

タレントが言った。モノに頼るしかない

人間は、そうして我慢や忍耐、優しさと

いう私達のすばらしい能力を失い、すべ

ては他人任せ、無責任、自分が損さえし

なければなんでもいいということになっ

ていく。自分に被害がなければ、どこに

米軍基地があろうが、原子力発電所があ

ろうがかまわない。自分に関係ないなら、

遠く離れたどこかの島が温暖化で沈もう

と関係ない。自分じゃなければ…。 

 

 「善きことはカタツムリのようにやっ

てくる」ガンジーは、「3 分しか待てない」

現代人に、「自分だけ、もっと」と貪る人々

に、早くから警鐘を鳴らしていた。2010

年、小さな善きことを背負う世界中のカ

タツムリに祝福あることを祈る。 
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ニュースレター31 号での冬季カンパ呼

びかけに対し、経済情勢の厳しい中、多

くの方々にお応えいただき、深く感謝申

し上げます。 

●冬季カンパならびに夏季カンパ以降に

送金していただいた方々（順不同、敬称

略） 

柏森公子、広段隆、小出啓子、 

青木護、大島みどり、小出啓子、 

政池節子、矢島十三子、西内勝、 

若松伸洋、日隅一雄、山本賢昌、 

吉田幸生、中村健、岡崎善郎、 

柳康雄、兼澤ベラ、鞍田東、 

小宮純子、高柳博一、稲村須美子、

丹波孝、三宅信一、柏森公子、 

渡辺俶子、本東宏、田中久美子、 

仏教国際協力ネットワーク、 

前柳拓之、星忠孝、中崎とし江、 

大畑豊、日置祥隆、野島大輔、 

中原隆伸、大橋祐治、川辺希和子、

建部桂子、安藤博、岡本珠代、 

木村朗、前田惠子、小林善樹、 

江川嘉美、阿木幸男、西冨房江 

以上（2010年 1月 16日現在、  

46人・団体、総額 301,000円） 

 

理事会が 2009 年 12 月 20 日（日）に事

務所にて開催されました。主な内容をご

報告します。 

 

１１１１    財政状況財政状況財政状況財政状況    

ニュースレター31 号（15 頁）に掲載

したが 2009 年度当初で年間 532,000 円

の不足を見込んでいた。徳留の報告ツア

ー／全国での NPJ 報告会開催があり、

想定内ではるが活動費が超過、10月末現

在で不足額は 741,188円と超過している。

11 月以降は不足額の大きな増加は予想

していない。2008年度からの繰越金（特

別会計を除く）が約 1,500,000 円あるの

で、2009 年度に資金（経常会計）が不足

することはない。 

２２２２「「「「岡田外相岡田外相岡田外相岡田外相へのへのへのへの共同書簡共同書簡共同書簡共同書簡」」」」並並並並びにびにびにびに

辞任辞任辞任辞任のののの件件件件    

経緯について改めて説明され（ニュー

スレター31号に掲載）その後議論された。 

普段からの NPJ 内、NPJ と NP／NPＳ

Ｌとの間のコミュニケーション不足が根

本的原因との指摘がされ、現地では予見

された危機的状況は起きていない、辞任

の必要なし、との意見が大勢を占めたが、

大畑・安藤は「今回は二人の重大な判断

ミスが直接原因であり、現地活動を一時

的にでも危機に陥れた責任は重大。スリ

ランカ政府が今回の件を言い出し何らか

の不利益・圧力を NP にかけないように

するためにも辞任は避けられない」と改

めて辞任の意思を示した。 
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３３３３、、、、署名署名署名署名にににに関関関関わるわるわるわる過過過過ちをちをちをちを正正正正すためにすためにすためにすために

必要必要必要必要なななな行動行動行動行動 

具体的には２つの提案が出た。 

【関西事務局の設立】 

東京の事務負担を軽減し、良好なコミ

ュニケーションをもち、関西および西日

本での活動を活発にするために、NPJ関

西事務局の設立提案が君島からあった。 

これに対し「それぞれの地域で活動を活

発にすることは必要だが、事務局を分け

る必要はない、分けると却って事務が複

雑になる」「この規模の団体で２つも事務

局をもつのは不適当」「活動が活発になり

関西事務局が必要になった段階で検討す

ればいい」等の意見が出たが、提案者の

君島が欠席のため、改めて大畑、安藤、

君島の間で話し合いの場を設けてその実

現性について検討することになった。  

【団体名の変更】 

 NP のノン・パルチザンシップ（政治

的中立）との縛りから解放されるために

団体名変更を阿木が提案。 韓国も英語

名はＮＰＣだがハングル名はピース・ウ

エーブにしている。団体名を変え日本の

抱えている問題にも NPJ が主体的にコ

ミットした方がいい。その方が会員を増

やすこともできる。たとえば、沖縄で

NPJ の意義を語ったとしても必ず在沖

米軍基地問題に NPJ はいかに貢献でき

るかが問われるのではないか。たとえば

団体名を「非暴力センター日本」などに

したら問題ないのではないか？――等の

議論があった。団体名称変更は総会案件

であり、次回総会に向けて更に討議・検

討する。 

４４４４    規約変更規約変更規約変更規約変更にににに関関関関するするするする提提提提案案案案    

・規約第３条（目的）に、下記第 2項を

追加する、と鞍田より提案。 

 第 2項 本会は日本人が日本国憲法第

9 条第 2 項のもとで自分たちの人権と民

主主義を非暴力・非武装で守るための具

体的な方法を検討し、広く国民に提案す

るとともに、自ら行動する準備を行う。  

・・・・提案理由（鞍田コメント抜粋）    

 憲法 9 条改正の声に対して、「非暴力

平和隊・日本」としては（１）『国民の自

由と権利を「非暴力防衛」・「非暴力抵抗」

により守り抜く』という基本姿勢を明ら

かにし（２）そのための具体的な方法を

検討し、必要に応じて行動のための準備

を始めることが必要。 

 これに対し、いまの規約の条文でも、

充分に対応できる、問題は規約の文言で

はなくて、われわれが現実に非暴力防衛

について考えるかどうか、総会までにメ

ーリングリスト等を使い、充分議論を深

めることとなった。 

５５５５    庭野財団助成金庭野財団助成金庭野財団助成金庭野財団助成金についてについてについてについて    

・・・・2008200820082008 年度助成金年度助成金年度助成金年度助成金（実施期間 2008年８

月－2009年８月）について 

NPJ が申請し、NPＳＬとの共同事業と

して受け取った額の約半分が未使用とな

っており、NPＳＬから自由に使わせてほ

しいと要請があった。助成金の趣旨に沿

っていないので未使用分の返却を求めた

い、と大橋より説明。全員一致で了承さ

れた。 

・・・・2009200920092009 年度助成金年度助成金年度助成金年度助成金（実施期間 2009年１

１月―2010年１１月）について 

７月末スリランカ訪問の際、現地実施Ｎ
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ＧＯよりで助成金の再継続提を要請され

た。庭野平和財団に 2008 年度の継続案

件として申請し助成を得たが、その後、

上記のように 2008 年度助成金も未使用

となっていることが判明したので、NPJ

として辞退せざるを得ない、と大橋より

説明。全員一致で了承された。  

６６６６    2009200920092009 年度年度年度年度のののの行行行行ってきたってきたってきたってきた一連一連一連一連のののの

NPJNPJNPJNPJ 全国集会全国集会全国集会全国集会のののの総括総括総括総括    

 費用はかかったが、単純に会員が何人

増えたと費用対効果を期待できるもので

もない。参加人数は少なくともマスコミ

に取り上げられたりして認知度を上げる

ことには貢献できたのではないか。今後

も機会あれば続けていきたい。 

 

７７７７    テテテティィィィムムムム NPNPNPNP 事務局長事務局長事務局長事務局長のののの来日来日来日来日にににに関関関関しししし

てててて    

  2010 年 2月 27 日～3月 7日、立教

大学・平和研究プログラム招聘でティ

ム・ウオリス事務局長が来日。東京、関

西、広島を訪問、東京と関西で交流会を

予定、NPJも主催イベントを行いたいと

阿木が提案。 

来日日程案来日日程案来日日程案来日日程案    

 2222 月月月月 28282828 日日日日（日）午後 一般向け講演会

（PACIC 会議室）／NPJ 理事・会員と 

の懇談会（事務所）／ティム歓迎会 

 3333 月月月月 1111 日日日日午後 ピースボート訪問／夕

方：平和運動に関心を持つ若者中心に

交流会（新宿）、２２２２日日日日フリー、 

３３３３日日日日広島訪問、原爆資料館見学／ＮＰ

Ｊ関係者と交流、４４４４日日日日関西で講演会・交

流会、５５５５日日日日大竹財団主催講演会（早稲田

奉仕園を予定）、６６６６日日日日報告会（立教大学

主催）、７７７７日日日日離日。 

経費：交流集会を東京に加えて関西、広

島でも行うための滞在費・移動費などと

して、NPJ 予算の予備費 10 万円を充当

する。 

８８８８    そのそのそのその他他他他    

次回理事会並びに総会を、3 月 13 日

（土曜日）13時～16 時、京都で開催 

以上（文責・大畑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

ティムティムティムティム・・・・ウオリスウオリスウオリスウオリス（（（（表紙顔写真表紙顔写真表紙顔写真表紙顔写真））））略歴略歴略歴略歴     

・ブラッドフォード大学（英国） 

平和学博士号取得 

・ 1984~1986 ： Molesworth 

Ploughshares Campaign キャンペ

ーン・オーガナイザー 

・ 1986~1990 ： Commonweal  Peace 

Libraryコーディネーター 

・1991~1994：PBI（Peace Brigades 

International）国際事務局長 

・1995：チェチェン平和派遣団、バルカ

ン平和チーム等に参加 

・1995~1997：Peace News紙編集人 

・ 1997~2000 ： National  Peace 

Councilディレクター 

・2000~2006：Peaceworkers UK 

ディレクター 

・2006～2008：International Alert 

訓練担当ディレクター 

・2008~2010：NP プログラム・ディレクタ

ー 

・2010~：NP 国際事務局長 

尚、2003~2006 NP共同代表を務める 
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ＮＡＲＰＩ（ＮＡＲＰＩ（ＮＡＲＰＩ（ＮＡＲＰＩ（東北東北東北東北アジアアジアアジアアジア地域平和地域平和地域平和地域平和

構築構築構築構築インスティテュートインスティテュートインスティテュートインスティテュート））））進捗状進捗状進捗状進捗状

況況況況    

      理事 奥本 京子 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ＮＡＲＰＩについて、先日、メーリングリ

ストに投稿させていただいた内容と同じ

報告をしたいと思います。この新しい構想

については、昨年から色々な場で共有させ

てもらっていますが、東北アジア地域にお

いて、特に若い世代が実行力をもって平和

活動・研究を進めていけるようにトレーニ

ングを提供するという企画です。 

 

日本からは、非暴力平和隊・日本、トラン

センド研究会、ピースボート、広島ワール

ド・フレンドシップ・センター、その他個

人が、ゆるやかにつながりあって連携し、

支援態勢を整えつつあります。もともとは、

韓国・ソウル発のこのアイデア、実は、世

界の色々な地域ではすでに結実していま

す。南アジア、東南アジア、北米、中南米、

欧州、アフリカなどなど。そういう視点か

ら見てみると、東北アジアが一番乗り遅れ

ている！？ともいえそうです。 

 

韓国・ソウルで、中心になって企画・運営

をしているのは、コリア・アナバプティス

ト・センターであり、そのほかには、非暴

力平和隊・コリア、フロンティアズ（the 

Frontiers）、プレウム（Pureum）、UNESCO

関係などの個人などです。2010 年からは、

本格的に運営委員会が始動することにな

りますが、2009 年 11 月 14 日、その第一回

の運営委員会がソウルで開催されたので、

一応、ＮＰＪとトランセンド研究会を代表

して、参加してきました。 

 

台湾からは、草の根平和同盟（Grassroots 

Alliance for Peace）などの他、個人など、

北 京 か ら 、 メ ノ ナ イ ト 中 央 委 員 会

（Mennonite Central Committee）などの

他、中国本土からの個人なども参加されま

した。あとは、モンゴリア、ウラジオスト

ック、ベトナム、ミンダナオ、インドなど

から参加者があり、結構多岐に渡ったメン

バーが集結しました。というのも、この会

合は、ＧＰＰＡＣの枠組みにおける平和教

育グループ、ＩＰＥＣの集会にあわせて開

催されたものだったからです。 

 

しかしながら、今年は、ＮＡＲＰＩの初期

段階としては、ソウル、そして日本の各団

体と個人のつながりを中心に動いていく

ことになるだろうと予想されます。今回の

話し合いの内容について、簡単に報告しま

す。 

＊各自の持っているＮＡＲＰＩへの期待

のイメージと具体的提案のシェアリング 

＊課題は何か 

＊資金調達をどうするか 

＊ロゴ、シンボルを、どうするか 

＊ＮＡＲＰＩという名前でよいか、他にア

イデアがあるか 

＊言語の問題をどうクリアするか 

＊トレーナー養成講座という位置づけに

するのか、もっと一般的な市民向けとする

のか 

などなど、具体的な意見もでましたが、と

にかくブレインストーミングし、参加者の
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意識を顕在化させたといえるでしょうか。 

 

上記のほかには、 

＋ ミ ン ダ ナ オ の Ｍ Ｐ Ｉ （ Mindanao 

Peacebuilding Institute）のような「先

輩」からノウハウを学ぶことは重要、また

コラボすることは可能だろうか（共同プロ

ジェクトとか共同授業、また、スタディツ

アーなど）。 

＋同様に、類似の他団体から、情報を得る

こと、情報を交換することは重要であろう。 

＋紛争地にいて教育を受けていないが、し

かしポテンシャルの高い若者を育成する

ということも重要ではないか（すでに平和

ワーカーとして活躍している人のみを対

象にするのではなく）。 

＋ピースボートの地球大学から学ぶこと

が可能ではないか、また、ボート上での運

営委員会や、ＮＡＲＰＩ講座開講の可能性

もあるだろう。 

＋ＧＰＰＡＣ東北アジアが、ＮＡＲＰＩを

サポートしていることを重要視し、連携す

ることが必要であろう。 

＋トレーニングコースだけを提供する場

としてではなく、ネットワークを恒常的に

続けていくためのＮＡＲＰＩでありたい。

日頃から「プロジェクト」を組んで、東北

アジアの歴史コンフリクトに向き合う

（例：日本軍性奴隷の問題に取り組む、な

ど）、芸術アプローチの開拓をする、など、

グループで活動することは可能性がある

のではないか。 

＋資金調達については、いつまでもメノナ

イト中央委員会（MCC）に頼ってはいられ

ないので、今後開拓していくことが必須で

ある。 

など、色々な意見が出ました。とくにまと

めることはせず、今後につなげるというこ

とで共通理解を得たと思います。 

 

今後の動きの予定としては、 

＊2010 年春（4 月末か５月上旬）と秋に、

運営委員会が開催されるであろう。 

＊2010 年 5 月にＲＪ（修復的正義）の実践

トレーニングが開催される予定で、ＮＰＣ

の朴さんが中心になっていることもあり、

それにあわせて何らかの動きがあるでし

ょう（日本からも参加者が出る可能性あ

り）。 

という具体的な日時とイベントを認識し

つつ、ＮＰＪとしてもどういう形でＮＡ

ＲＰＩと連携できるか、貢献できるかなど

を、今後、継続的に、皆さんと議論できれ

ば幸いです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

・・・・・・・・・・・・・ 



２００９２００９２００９２００９年度予算年度予算年度予算年度予算・・・・実績対比実績対比実績対比実績対比  ０９年１２月３

１日 

 項目 予算 12 月実績 

1 参加費 40,000 64,400 

2 会費 1,000,000 665,000 

3 カンパ 700,000 757,555 

5 書籍等売上 0 39,000 

6 雑収入 170,000 57,445 

7 経常収入計経常収入計経常収入計経常収入計    1,910,0001,910,0001,910,0001,910,000    1,583,4001,583,4001,583,4001,583,400    

8 商品仕入(書籍等) 100,000 ― 

9 発送配達費 105,000 75,800 

10 給料手当 360,000 270,000 

11 事務所賃貸料 300,000 190,000 

12 振込料 17,000 13,430 

13 会場費 40,000 28,050 

14 事務費 70,000 44,842 

15 旅費交通費 250,000 106,140 

16 通信費 70,000 24,890 

17 活動支援費 550,000 787,848 

18 講師費用 50,000 80,000 

19 研修参加費 40,000 ― 

20 雑費 40,000 18,200 

21 スリランカ･カンパ 100,000 ― 

22 広報費 250,000 452,513 

 予備費 100,000 ――――    

23 経常支出計経常支出計経常支出計経常支出計    2,442,0002,442,0002,442,0002,442,000    2,091,7132,091,7132,091,7132,091,713    

24 当期経常収支過不足（7-23） （532,000） （508,313） 

25 前期繰越剰余 1,487,240 1,487,240 

26 
今期経常繰越剰余金

（24+25） 

955,240 978,927 

27 特別収支残高 3,977,310 3,977,310 

28 残高合計残高合計残高合計残高合計（（（（２６２６２６２６++++２７２７２７２７））））    4,932,5504,932,5504,932,5504,932,550    4,956,2374,956,2374,956,2374,956,237    

 

◆◆◆◆◆◆◆◆会費納入会費納入会費納入会費納入にごにごにごにご協力協力協力協力おおおお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします◆◆◆◆◆◆◆◆    
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12 月末予算実績コメン

ト 

 

カンパカンパカンパカンパ： 

冬季カンパとして合計 

301,000 円を納入いた

だき、今年度カンパは目

標を達成いたしましま

した。心から感謝申し上

げます。 

（12 月実績には全額が

反映されてはいませ

ん。） 

会費会費会費会費： 

例年、1～3 月の会費納

入予定者（この期間に会

費が切れる会員）は少な

いので、このままでは大

幅に会費が未達となり

ます。まだ、会費未納の

会員のご理解、ご協力を

お願いいたします。 

経常収支過不足経常収支過不足経常収支過不足経常収支過不足： 

カンパ収入、活動支援費

の一部戻入などあり経

常収支過不足額は予想

のレベルに戻りました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

    

    

非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊 （（（（NP,Nonviolent PeaceforceNP,Nonviolent PeaceforceNP,Nonviolent PeaceforceNP,Nonviolent Peaceforce））））

とはとはとはとは……………………    
地域紛争の非暴力的解決を実践するために活動し

ている国際 NGO で、非暴力平和隊・日本 

（ＮＰＪ）はその日本グループです。 

これまで世界中の平和活動家たちが小規模な 

非暴力的介入について経験を積み、功を収めて 

来ました。ＮＰはこれを大規模に発展させる 

ために 2002 年に創設されました。 

非暴力・非武装による紛争解決が「夢想主義」でも

「理想主義」でもなく、いちばん「現実的」である

ことを実践で示していきます。 

 非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を会員として募集 

 しています。入会のお申し込みは、郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替、銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込、非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊････日本日本日本日本ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイトのののの    

「「「「入会申入会申入会申入会申しししし込込込込みみみみフォームフォームフォームフォーム」」」」をご利用下さいますようお願いいたします。 

❂正会員正会員正会員正会員（（（（議決権議決権議決権議決権ありありありあり））））         ❂賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員（（（（議決権議決権議決権議決権なしなしなしなし））））    

・ 一般個人：１万円            ・ 一般個人：５千円（１口） 

・ 学生個人：３千円            ・ 学生個人：２千円（１口） 

* 団体は正会員にはなれません。   ・  団体 ：１万円（１口） 

■ 郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替：00110‐‐‐‐0‐‐‐‐462182 加入者名：NPJNPJNPJNPJ 

  ＊通信欄に会員の種類を(賛助会員の場合は口数も)ご明記ください。 例：賛助個人１口 

 銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込：三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行    白山支店白山支店白山支店白山支店 普通普通普通普通    6622651662265166226516622651 口座名義：NPJNPJNPJNPJ 代表代表代表代表    大畑豊大畑豊大畑豊大畑豊            

        ＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、NPJ 事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイトからのおからのおからのおからのお申申申申しししし込込込込みみみみ：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 

 

編集後記：新しいミレニアムの最初の 10年はアメリカの同時多発テロに始まり、テロとの戦い

の名のもと世界各地で報復の応酬による戦いの激化と緊張の高まり、さらにはアメリカの影響力

の低下により国際情勢が一層不安定となった 10年でした。そうした中で、2003年に発足した非

暴力平和隊の活動は当初計画したような進展を見せるに至っていません。非暴力平和隊・日本の

活動についても同様のことが言えると思います。ニューズレター31 号で報告したように、

NP,NPJ 間、また、NPJ 内でも理念と現実の間で様々な解決すべき問題があります。今回、こ

れまで結論が出せないままでいた NPJ の新たなる活動について、また、それとの関係で

Nonpartisanship（政治的立場をとらない）についての寄稿を掲載しました。これを契機に皆様

からの活発な議論を頂き NPJのこれからの 10年の歩みを固めていきたいと思います。 大橋 

 


